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淀川水系名張川黒田地区の
河道内樹木伐採及び河道掘削により
箕曲中村地区の浸水を回避！
～令和元年10月台風19号事業効果（速報）～
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　令和元年10月台風19号洪水では、前回の浸水被害発生以降に実施
した名張川・宇陀川の樹木伐採及び河道掘削により、名張水位流量
観測所（基準点）で0.44mの水位低減効果が確認できました。
　なお、平成29年台風21号洪水の際には箕曲中村地区で溢水してお
りましたが、今回の整備により、同規模の洪水となったものの、箕曲中
村地区では今回溢水を回避することができました。

　名張川本川の黒田地区においては、平成29・30年度に樹木伐採を
約18,000m2、河道掘削を約22,000m3実施し、宇陀川の箕曲中村地区
においては、平成30年度に河道掘削を約32,000m3実施し、河道断面
の整備を行ってきました。

　今後も引き続き、名張かわまちづくり一体型浸水対策事業として引堤
及び河道掘削を継続し、さらなる浸水被害の軽減を図って参ります。
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事業効果（淀川水系名張川）
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令和元年台風第19号 近畿地方の河川の概要
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○宇陀川箕曲中村地区では、平成29年台風21号洪水の際には溢水被害が発生。
○一方、今次出水では、平成29年台風21号洪水と同規模の洪水となったものの、平成29年台風21号後に名張川・宇陀川合流点
の河道掘削を実施したことで、水位を約40cm低下させ、箕曲中村地区の溢水被害を回避。

○さらなる水位低減や水害リスク低減に向けて、名張川では引堤を含む名張かわまちづくり一体型浸水対策事業を継続して推進。
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※本資料に記載の数値は速報値のため、今後の精査により変更となる場合があります。

名張水位流量観測所

（最高水位7.04m）

約0.4mの水位低減

出水状況（箕曲中村地区）

宇陀川

R1.10.12 14時頃撮影

名張水位流量観測所

掘削をしていなかった場合、今次出水のピーク水位は7.4mとなり、H29
洪水のピーク水位7.6mに匹敵し、箕輪中村地区では溢水被害が発生し
たと想定される。 0

箕曲中村地区 浸水範囲


